
•	考古学発掘実習Ⅱ
•	考古学演習Ⅰ

•	考古学演習Ⅱ
•	卒業論文

■ 春秋・戦国時代の三晋・燕国地域における貨幣の研究

■ 縄文時代におけるヒスイ大珠の地域性

■ 弥生時代中期の津波痕跡と集落動態

■ 横穴墓の線刻画からみる古墳時代の喪葬観念

■「関東郡代」伊奈氏の陣屋について―伊奈氏の事蹟を踏まえて―

1年次 2年次 3年次 4年次

•	記録史料学Ⅰ	〔古代・中世〕
•	記録史料学Ⅱ	〔近世〕
•	記録史料学Ⅲ	〔近代〕
•	記録史料学Ⅳ	〔近現代〕

成長の
プロセス

必　修

選択必修

選　択

•	日本考古学概説 •	外国考古学概説

4 考古学実習（実測）
実測（出土品を図に描き資料化すること）は、考古学
の最も基本的な技術の一つです。実際に土器や石器
に触れながら、遺物を詳細に観察する方法や図とし
て表現する手法を学びます。

1 考古学基礎演習
考古学で求められる調査能力と伝える技術を修得しま
す。遺跡や博物館、資料などから客観的な情報を引き
出す方法を学び、博物館などを訪れてレポートを作成。
個人発表も実施します。

5 考古学実習（情報）
考古学研究にはコンピュータの活用が欠かせません。
情報の集め方をはじめ、Photoshop、Illustrator、GIS
分析ソフトの使い方を覚え、図版・画像の加工や資料
作成、地理解析を行います。

2 考古学史
江戸時代に始まった日本の考古学研究を振り返ります。
代表的な研究者を取り上げ、発見や研究手法を学びな
がら考古学史を概観。自身の研究テーマや研究方法を
確立する一助とします。

6 考古学各説・考古学特講
旧石器時代から古代までの日本、中央アジアや南米な
ど各時代、各地域の考古学研究や文化財保存の最前
線で活躍する講師陣が、最新の研究成果と課題を分
かりやすく講義します。

3 考古学実習（写真）
発掘現場で求められる写真撮影の知識や技術を身に
付けます。一眼レフカメラの使い方を学び、屋外で練習。
照明設備に応じた撮り分けや画像処理、暗室での現
像などを学びます。

基礎的な分野を幅広く学び、歴史
学・考古学を学ぶための広い視野
を修得する。

考古学の基礎や実践的な発掘調査
の方法を実習科目を通して学び、
身に付ける。

日本や海外での発掘調査を経験し、
実践的な研究方法を学ぶ。

卒業論文に取り組む。考古資料の
収集、分析、解釈を行い、自ら
設定した課題を実証的に解明
する。

•	考古学基礎演習 1 •	考古学発掘実習Ⅰ 
•	考古学史 2

•	考古学各説Ⅰ～Ⅳ（Ａ／Ｂ） 6
•	考古学特講Ⅰ～Ⅹ（Ａ／Ｂ） 6
•	日本古代史
•	日本中世史
•	日本近世史
•	日本近代史
•	日本古代史特講Ⅰ・Ⅱ（Ａ／Ｂ）

•	日本中世史特講Ⅰ・Ⅱ（Ａ／Ｂ）
•	日本近世史特講Ⅰ・Ⅱ（Ａ／Ｂ）
•	日本近代史特講Ⅰ・Ⅱ（Ａ／Ｂ）
•	日本近現代史特講Ⅰ（Ａ／Ｂ）
•	外国史各説Ⅰ～ⅩⅥ
•	東洋史特講Ⅰ～Ⅴ（Ａ／Ｂ）
•	西洋史特講Ⅰ～Ⅲ（Ａ／Ｂ）

•	西洋史特講ⅣＡ
•	日本仏教史
•	日本文化史
•	西洋文化史Ⅰ・Ⅱ
•	有職故実
•	日本民俗学
•	歴史地理学 A ／ B

•	人文地理学概説
•	地誌学
•	哲学史
•	仏教美術史
•	西域美術史
•	美術史概説
•	ラテン語

•	ギリシャ語
•	仏教史Ⅰ・Ⅱ
•	政治思想史Ⅰ・Ⅱ
•	社会経済史Ⅰ・Ⅱ
•	外国史学文献史料 
講読Ⅰ～ⅩⅧ

•	日本史史料講読Ⅱ〜Ⅳ

■必修:34単位
■選択必修:10単位
■選択:32単位

専門教育科目:76単位
全学共通科目:30単位
広域選択:18単位

•	日本史概説 •	東洋史概説 •	西洋史概説 •	世界史概説 •	史学概論

•	考古学実習（写真） 3 •	考古学実習（実測） 4 •	考古学実習（情報） 5

この中から
2科目を
選択します。

この中から
1科目を
選択します。

選択必修

•	日本史学史Ⅰ・Ⅱ •	古文書研究Ⅰ・Ⅱ

卒業に必要な単位：124単位

卒業論文テーマ・研究課題例

4年間の流れ

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. Sat.
1 博物館経営論
2 人文地理学概説 考古学各説Ⅵ 汚染問題を考える 考古学特講Ⅵ 考古学各説Ⅱ
3 英語ⅡA 考古学史 考古学発掘実習Ⅰ
4 記録史料学 考古学実習（情報） 現代美術 考古学特講Ⅲ 考古学実習（写真）
5 外国史各説Ⅹ 座禅 考古学実習（実測） 英語ⅡB
6 博物館教育論 博物館展示論
7 博物館資料保存論

Message 在学生メッセージ Topics

小学生の頃から歴史が好きで、将来は考古学を学びたいと思っていました。中でも中国の考古学
に関心があり、駒澤大学を選びました。考古学ではじめに興味を持ったのが、角道先生も研究され
ている中国の青銅器です。複雑な紋様の美しさに魅了されました。吉野ヶ里遺跡で青銅器を実際
に鋳造する貴重な体験もしました。外に出て何かをすることが大好きなので、学外での測量実習
や発掘の実習に参加できたことが大きな経験になりました。将来、考古学に関係した仕事に就くか
どうかは決めていませんが、一般企業に入ったとしても、考古学で培った探究心を持って、与えられ
た情報をそのまま鵜呑みにせず、自分で調べ勉強して、ホンモノを見極めていきたいですね。

遺物から情報を引き出す技術を実践的に
身に付けます。実習では、実際の古墳や寺
院跡を対象に学生が中心となって発掘調
査の計画や運営を進め、わずかな痕跡から
歴史的な事実をひも解くという、考古学研
究の基礎を修得します。また、合宿での発
掘調査を通して、仲間との友情を深め、地
域の方 と々交流するのも貴重な経験です。

考古学で培った探究心を持って、ホンモノを見極めていきたい。

吉田 公太郎
歴史学科考古学専攻4年／
本庄東高等学校出身

［2年次後期の時間割］

考古学実習

•	史料調査実習（発掘実践実習）

2024年度（予定）
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